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『 紅 梅 』 と 癌 の 告 知
小 川 道 雄*
＊市立貝塚病院総長
　吉村昭は私が最も好きな作家だ。ほとんどす
べての作品を，繰り返し読んでいる。医学生の
臨床講義や研修医の早朝講義の教材に『冷たい
夏，熱い夏』（新潮社刊，1984）を使ってきた。
また 2000 年 7 月に日本消化器外科学会総会を
主宰したときには，念願かなって氏を招くこと
ができ，『医学の夜明け―腑分から解剖へ―』
を講演して頂いた。
　津村節子著の『紅梅』（文藝春秋社刊，2011）
は，彼女の夫である吉村昭の 1 年 7 ヵ月にわた
る闘病の日々を描いた作品である。
　2005 年 1 月中旬，77 歳であった吉村は，舌
の痛みを覚える。口内炎の治療を受けたが軽快
せず，2 月に入って大学病院の口腔外科を紹介
された。組織検査ののち，教授から，
　「舌癌の疑いがある」と告げられた。そして
ＣＴ検査後，教授からきっぱりとした口調で
　「やはり癌です」と告げられる。
　はじめ手術を予定されたが，舌の形態と機能
を温存できる放射線治療が可能とされ，3 月に
なって小線源の刺入をうけるために第 1 回目の
入院をする。しかしその後も完治せず，6 月，
11 月と計 3 回小線源による内部照射をうけた。
　翌 2006 年 1 月 4 日の外来診察の結果，舌癌
は縮小したから，と手術をすすめられる。そし
て術前検査としてＰＥＴ検査，さらにＣＴ検査
を受ける。結果をききに行くと，吉村夫妻は教
授から膵臓に癌があることを告知される。リン
パ節転移はなく，原発であるという。膵癌の診
断がついたときには，吉村は息子や娘，親族に
は病気を知らせなかった。しかし膵臓の手術を
受けるからには，息子，娘だけには知らせてお
かねば，と二人を呼んで打ち明け，
　「ごめんね」という。
　一瞬黙った 2 人は，日本の医療は進んでいる，
癌の人などそこら中にいる，と力づける。
　1 月 30 日，膵臓癌で入院の前日に，親しい
友人が訪ねてくる。そして胃癌で明日入院する
から挨拶に来たと，告げられる。しかし吉村は，
自分も明日入院することは云わない。
　2 月 1 日に膵臓の全摘手術，引き続いて舌癌
の手術をうける。12 時間半にわたる手術だっ
た。
　吉村は津村とともに，はっきりと二つの癌に
ついて病名を告げられた。さらに術後 2 ヵ月半
経った 4 月中旬頃から，舌の痛みとともに，側
腹部痛を覚えるようになる。診察をした教授か
ら，
　「抗癌剤の治療をしましょう」とすすめられ
る。津村はぎょっとするが，吉村は動揺した様
子もなく，
　「お願いします」といったという。
　吉村は多くの作品の直接取材を通して，医学
に精通している。医療関係者の知己も多い。文
学者として冷静な目と判断力をもつ。だからこ
そ，癌の告知もなされたのであろう。
　50 年以上前には，筆者らは癌を告知しては
ならない，と教育された。大阪大学第 2 外科の
教授をされていた久留勝先生は，その頃のシン
ポジウムで，『癌に対する恐怖が癌の治療の不
確実性の問題と密接に関連していたというの
は，いうまでもありません。だから 40 年前医
師になったわれわれは，癌の宣告にまつわるエ
ピソードを数々知っております。先ほど山内先
生（シンポジスト）からお話の出ました禅宗の
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高僧のお話，（東大内科教授が）胃癌の病名を
明らかにしたら，とたんに食欲がなくなられて，
間もなく物故せられたという話は，医者のほう
でも語り草となっております』と述べている。
　かつては治療法のなくなった末期癌患者に，
身辺の整理や別離の機会をつくるため，どうし
ても癌であることを知らせることが必要にな
り，それが強く要望されたときにのみ，癌の告
知が行われた。吉村の『冷たい夏，熱い夏』は，
実弟の肺癌との闘いを描いた作品であるが，そ
こでは本人への告知を，吉村は行わない。
　しかし現在は，国民の 2 人に 1 人は一生のう
ちに癌になり，3 人に 1 人は癌で死亡している
時代である。癌が極めて身近なものとなってき
たため，周囲の癌を知り，あるいは家族として
説明をうけたものが，自分の癌を推測しうるよ
うになった。さらに医学に関する情報を，一般
の人でも容易に得ることができるようになって
いる。今日では胃潰瘍で手術をするときけば，
少しでも知識のある人なら，胃癌を推測するで
あろう。乳房切除術や人工肛門造設術にしても
同じである。
　もう一つ重要なこととして，自己決定権の
重視がある。1983 年のアメリカの大統領委員
会（正式には医学および生物医学・行動科学研
究における倫理的問題検討のための大統領委員
会）の報告書で，「患者は健康に関するすべて
のことを決める権利（患者の自己決定権）をも
つ」ことが明示された。この自己決定権が広く
承認された結果，欧米では患者の同意なしに
行った診療行為は，患者の自己決定権を侵害す
る違法行為である，とはっきりと位置づけられ
るようになってきた。
　この場合，自己決定権が形式的なものになら
ないためには，患者が医療行為について十分に
理解することが不可欠である。患者に対して最
善を尽くすべき立場にある医師は，自己決定権
行使に必要な情報を提供しなければならない。
ここに医師の説明義務が生じる。癌治療の場合
も，自己決定権行使のために告知が必要になっ
てくる。
　早期癌，とくに治癒する可能性の高い癌の告
知には，あまり大きな問題はない。進行癌，末
期癌患者に対して，現在はどのような状況のと
きに癌告知が行われているかをまとめると，表
1 のようになる。このうち①は，患者の自己決
定権に関連している。また②③は主として医師
側から家族に相談のうえで告知となる。一方④
⑤は家族の側からの強い要望によって，医師が，
ときに家族がまず行うことが多い。そしてこれ
らが複雑にからみ合い，むしろ仕方なく告知が
行われる場合が，まだ多いようである。吉村の
場合は③の抗癌剤投与開始以前の告知であるか
ら，むしろ例外的なケースのように思える。
　最近になって病名の告知を望む患者が多く
なっているが，しかしなかには，そんなこと
は聞きたくない，知りたくないという人もい
る。筆者が熊本大学第 2 外科に在職中（1990
－ 2003）には，入院時に，最初に種々のアンケー
トに答えて頂いていた。そこには「もし悪性の
病気だったら，それを話してほしいですか」と
いう質問もあった。当時は「いいえ」の回答も
表 1　進行癌・末期癌患者に対して、現在はどのような状況のときに癌告知が行われているか
１．患者が強く病名，病状を知りたがっているとき。
２．患者が中途半端に知っており，あるいは推測しており，それが治療の妨げになるとき。
３．つらい，あるいは副作用の大きいことが予測される治療を行うとき。
４．親しい間柄のものが「うそ」の積み重ねに耐えかねたとき。
５．財産の処分，仕事の完了などのために患者に病状を知ってもらいたいとき。
（小川道雄：真実を告げる―Truth Telling―．小川道雄編「真実を伝え、支えるための癌告知の手引き．
真興交易医書出版部，東京，2002，11-19，より引用）
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まだ多かった。『紅梅』にも入院時の質問用紙
に同様の項が出てくる。吉村は「家族とともに
すべてを聞かせてほしい」と記入している。
　これに関連して『知らされない権利』もある
ことを忘れてはならない。『ヨーロッパにおけ
る患者の権利の促進に関する宣言（1994 年 3
月 30 日）』には，「患者が明示的に要求したと
きには，知らされない権利を有する」とある。
これは『患者の権利に関する世界医師会リスボ
ン宣言（1981 年，1995 年に改訂）』にも明記さ
れている。
　わが国の癌告知は表 2 のように家族にだけ
病名を告げ，患者には一切知らせない時代か
ら，家族の了解を得て患者に告げる，さらに家
族と患者に一緒にがん告知を行う方向に進んで
きた。今後は患者にまず癌告知を行い，もし患
者が希望すれば家族にも伝える時代になるかも
しれない。
表 2　わが国の癌告知の流れ（これまでと今後）
１．家族にだけ本当の病名を伝える（患者には一切告知しない）。
↓
２．家族が希望する場合にかぎり、患者にも癌の告知を行う。
↓
３．患者と家族に、一緒に癌の告知を行う。
↓
４．患者に癌告知を行い、患者が希望すれば家族にも伝える。
（小川道雄：自己決定権，インフォームド・コンセント，癌の告知，外科学臨床講義Ⅱ―考える臨床医で
あるために知っておきたい外科学の最新の進歩―．へるす出版，東京，2001.  481-517，より引用）
　吉村は点滴による抗癌剤治療をうけ，やがて
それが内服に変更されたが，副作用が激しく中
止。家族の希望で免疫療法を受ける。そして 7
月 10 日の外来診察の後に入院する。
　吉村は一日も欠かさず日記を書いていた。
　入院中に吉村が眠ったのを見届けて，津村が
帰宅したことがある。そのときの日記を津村は
のちに読み返す。そこには，『妻が寝ているう
ちに帰った』，との一行があった。それを読み，
夫が夜中に目を覚ましたとき，妻のいないこと
を，どれほど淋しく思ったことだろう，と悔や
んでいる。津村の深い思いが胸に沁みる。
　この入院中に吉村は金庫に入れておいた遺言
を持ってきてほしい，と頼む。4 通の遺言はそ
れぞれ異なり，細かい指示がある。筆者は感動
したのは，没後の電話には，妻に代る電話番を
おき，『とり込んでおりますので失礼いたしま
す』とのみ応じて切るように，というところで
ある。妻がいちいち電話に出て忙しい思いをせ
ぬようにという配慮，と津村は推測している。
その心情に，胸が熱くなる。
　吉村は在宅治療のために 2 週間後の 7 月 24
日に退院。そして延命治療を希望せず，7 月 31
日には力を振りしぼって，自ら強い意志を示す。
『紅梅』にはその最後の様子が，静かに，詳細
に記されている。
　夫妻の間の温かい会話，思いやり。結末に圧
倒されながらも，津村が吉村に示す深い愛情に，
救われる思いがする。
　吉村は癌を知ったときの不安，恐怖，悲しさ，
無念の気持ちを，表に出すことはなかった。そ
こには男としての矜持だけではなく，きっと津
村への温かい思いやりがあったのであろう。
